
まちの話題

ょい欠けの中秋の名月ち 十五夜行事

７ぶりに本町チーム出場
県民体育大会ソフトボール

ニス練習中にひょっこりテ サソリ似の生き物出現

　旧暦の８月 15 日にあたる９月 25 日、町内各地で
十五夜行事が行われました。
　月が東の山陰から顔を出すころ、子どもたちは一斉
に自宅を飛び出し、集落内を回ってお供え物を集めて
回りました。恒例の相撲では、ちびっ子同士の対戦は
もちろん、兄弟対決や親子の対戦などもありました。
　中秋の名月は必ずしも満月とは限らないそうで、今
年の月は少し欠けていました。

　９月 15 日、16 日に曽於地区で開催さ
れた第 61 回県民体育大会（きらめき県体
２００７）に、出水地区を代表して本町のソ
フトボールチームが出場しました。
　同大会に出場したのは、町内の選手で構成
する長島ＳＣ。ソフトボール競技に町内の
チームが出場するのは37年ぶりの快挙です。
　初戦の相手は川薩チームで、初回、出水チー
ムが３点を先制し、試合を優位に進めますが、
相手に徐々に加点され、３対５で惜しくも敗
れてしまいました。
　長島ＳＣは、数々の地区内大会で優勝して
いる強豪チームに成長しています。今回の経
験を生かし、来年も出場権を獲得してくれる
ことでしょう。

　長島町総合交流ターミナル施設に９月 18 日、体長
約 10 ㌢のサソリ？が出現しました。
　この生き物を発見したのは、同施設でテニスの練習
をしていた方々。「こんなところにサソリがいるはず
はない」と調べてみると、サソリモドキの一種である
ことが判明しました。サソリモドキは世界で約 70 種
が確認されていて、日本では九州から沖縄にかけて分
布しているそうです。
　皆さん、見たことがありましたか。　

↑強豪相手に健闘する長島ＳＣの選手たち（守備側）

↓綱引きの大綱を力いっぱい引っ張る子どもたち

↑日本にサソリがいるなんて？
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